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はじめてのボウリング
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～説明会の前に、ビデオ上映～

http://cinema.sugai‐dinos.jp/dinos‐tv/bowling/



ＣＯＮＴＥＮＴＳ
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２．成長への布石 P.15

３．ご参考 P.37

１．業績ハイライト P. 4

～ 既存事業、特にボウリングを中心に ～
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業績ハイライト ＰＬ（前年同期比較）

■売上・営業利益
ＳＤ単独は、前年同期並み水準
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１-２Q 売上比 １-２Q 売上比 １-２Q 売上比 １-２Q 売上比

売 上 高 4,084 4,151 3,667 3,665
売上総利益 3,217 78.8% 3,228 77.8% 2,977 81.2% 3,023 82.5%

販 管 費 3,179 77.8% 3,118 75.1% 2,888 78.8% 2,937 80.1%

営 業 利 益 38 0.9% 110 2.6% 88 2.4% 85 2.3%

経 常 利 益 ▲ 47 29 17 ▲ 5
当期純利益 ▲ 69 ▲ 322 133 ▲ 66

2016年3月期
ＳＤ単独

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
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業績ハイライト ＰＬ（連結スタート）

■経常利益・純利益は、ＳＤ単独でも、減益
ただし下記の通り、理由は明確で、主要は単発要因。

■７月より連結決算開始
子会社の利益寄与は、
次期以降。

・エムシーツー他子会社３社

・フォーユー他子会社１社

5

理由① 名古屋市内ゲーム店舗閉鎖に伴う除却損３８百万円等特別損失計上
理由② 同上に伴うＡＭ機器処分損１０百万円等営業外費用計上
理由③ 前期給与制度見直しに伴う賞与引当金戻入約２０百万円営業利益上乗せ
理由④ 前期ゲームＬＰ事業の資産売却益約１４６百万円当期純利益上乗せあり
※その他販管費の増は、フィットネス新プログラム開発に伴う経費増

１-２Q 売上比

売 上 高 3,963
売上総利益 3,126 78.9%

販 管 費 3,047 76.9%

営 業 利 益 79 2.0%

経 常 利 益 ▲ 58
当期純利益 ▲ 79

2016年3月期
連結
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業績ハイライト ＰＬ（予実比較）

■ＳＤ単独 前年同期比較とほぼ同じ理由。
■連結 子会社の利益寄与の遅れによる。

理由① エムシーツー（他３社）は連結開始４月→７月に遅れたことによる。
理由② フォーユー（他１社）は期初予想になく、来期以降の成長の為、買収。

今期は、事業立て直し及び事業モデル構築の為、利益はマイナス。

業績予想 実績 予想比

売 上 高 3,800 3,665 96.4%

営 業 利 益 90 85 94.4%

経 常 利 益 20 ▲ 5 -

当 期 純 利 益 ▲ 20 ▲ 66 -

業績予想 実績 予想比

売 上 高 4,200 3,963 94.4%

営 業 利 益 120 79 65.8%

経 常 利 益 50 ▲ 58 -

当 期 純 利 益 ▲ 10 ▲ 79 -

ＳＤ単独
2016年3月期　１－２Ｑ

連結 2016年3月期　１－２Ｑ
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業績ハイライト ＰＬ 四半期別トレンド

利益が第４四半期に偏る傾向 （１月・３月が収益ベスト１・２）
理由①北海道内のインドアレジャーがまだまだ中心基盤
理由②固定比率高く、一定の売上超えるとほとんど利益が出る構造

1Q ２Q ３Q ４Q 1Q ２Q ３Q ４Q 1Q ２Q ３Q ４Q 1Q ２Q
売上高 1,961 2,122 2,067 2,219 1,989 2,162 1,991 2,102 1,809 1,858 1,758 1,937 1,711 2,251

営業利益 △ 36 74 21 165 25 84 24 133 29 59 51 182 2 76

平成25年３月期 平成28年３月期平成27年３月期平成26年３月期
連結
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業績ハイライト 売上高 四半期別推移

連結子会社含む
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業績ハイライト 事業別売上高トレンド

事業領域の拡大で、ＧＡＭＥへの過度の依存度低くなる

38.8%

27.9%

14.7%

11.6%

6.9%

部門別売上シェア 2013年3月期

ＧＡＭＥ事業部 フィットネス事業部 ボウリング事業部

施設管理事業部 その他

29.1%

28.1%
14.0%

15.5%

13.3%

部門別売上シェア 2016年3月期 1‐2Q

ＧＡＭＥ事業部 フィットネス事業部 ボウリング事業部 施設管理事業部 その他

売上高／シェア

ＧＡＭＥ事業部 3,250 38.8% 3,184 38.6% 2,445 33.2% 1,151 29.1%

フィットネス事業部 2,339 27.9% 2,378 28.8% 2,282 31.0% 1,115 28.1%

ボウリング事業部 1,231 14.7% 1,219 14.8% 1,135 15.4% 553 14.0%

施設管理事業部 975 11.6% 974 11.8% 1,072 14.6% 615 15.5%

その他 576 6.9% 490 5.9% 430 5.8% 527 13.3%

合計 8,371 100.0% 8,245 100.0% 7,364 100.0% 3,963 100.0%

2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期１-２Q
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業績ハイライト ＧＡＭＥ事業

ゲームセンターは、引き続き逆風下だが、チャンスも。
５月に営業引継ぎ出店した南福島店はスタート低調も単月黒字化へ。
残存者利益狙い、函館上磯地区でも同じく営業引継ぎ物件あり、出店へ。
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ＧＡＭＥ売上高・営業利益四半期トレンド

営業利益 売上高
（単位：百万円）

ＧＡＭＥ

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

売上高 747 840 790 871 766 857 748 811 592 655 580 615 550 600
営業利益 44 60 22 104 46 80 10 75 29 66 22 57 21 46

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期
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フィットネス売上高・営業利益四半期トレンド
営業利益 売上高
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業績ハイライト フィットネス事業

フィットネス事業、絶好調ではないが、回復傾向・成長へ
①ＫＰＩ （入会率・退会率・継続率等）改善努力
②有料プログラム（加圧トレーニング）の回復 ③物販のラインナップの強化
④１０月入会キャンペーン１５００名近い入会 ⇒ １月以降の会費収入上乗せへ

（単位：百万円）

ﾌｨｯﾄﾈｽ

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

売上高 581 588 583 585 601 600 589 586 589 574 550 567 555 559
営業利益 49 90 65 48 68 80 73 50 73 76 55 59 56 65

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期
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業績ハイライト ボウリング事業

４Ｑ偏重のボウリングの完全復調。毎期赤字の２Ｑ黒字化！
前期第４四半期より回復傾向。売上上昇分・固定費減少分が全て利益に。
開発・育成・固定（健康ボウリング）好回転！飲食・広告収入附帯収入増！
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ボウリング売上高・営業利益四半期トレンド
営業利益 売上高 （単位：百万円）

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

売上高 279 273 298 380 290 271 304 352 246 242 286 359 244 309
営業利益 10 △ 24 23 111 8 △ 15 27 66 △ 25 △ 38 34 105 △ 4 44

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期
ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ
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業績ハイライト ＢＳ 連結開始

エムシーツーグループ・フォーユーグループのＢＳを引継ぐ
流動負債増えるも、流動資産も増えてるので特に問題なし

2014年3月期
期末

比率
2015年3月期

 期末
比率

2016年3月期
 ２Q 単独

比率
2016年3月期

 ２Q 連結
比率

流 動 資 産 1,280 12.9% 1,383 14.3% 1,795 17.9% 2,355 22.1%

固 定 資 産 8,590 86.5% 8,182 84.8% 8,162 81.4% 8,233 77.2%

繰 延 資 産 59 0.6% 78 0.8% 75 0.7% 75 0.7%

流 動 負 債 3,644 36.7% 3,033 31.4% 2,743 27.3% 3,339 31.3%

固 定 負 債 4,394 44.2% 4,418 45.8% 5,124 51.1% 5,172 48.5%

純 資 産 1,891 19.0% 2,193 22.7% 2,164 21.6% 2,152 20.2%

総 資 産 9,930 100.0% 9,645 100.0% 10,032 100.0% 10,664 100.0%
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業績ハイライト キャッシュフロー

子会社取得等投資あるも、特に問題なし
・営業Ｃ／Ｆ 主に資金支出のない減価償却費などで、例年並み。
・投資Ｃ／Ｆ 子会社投資するもなぜプラス？ 未払金等多く、現金が

たまたま実態以上に多めに残ったから。
・財務Ｃ／Ｆ 上期に年度資金調達、下期返済進む毎年の傾向。

新株式発行による増は上期９８百万円に留まるも、
期末有利子負債残高も徐々に減少傾向へ。

2014年3月期
２Ｑ単独

2014年3月期
 期末単独

2015年3月期
 ２Ｑ単独

2015年3月期
 期末単独

2016年3月期
 ２Q 連結

営 業 活 動
に よ る Ｃ ／ Ｆ

286 687 174 765 166

投 資 活 動
に よ る Ｃ ／ Ｆ

18 162 177 134 143

財 務 活 動
に よ る Ｃ ／ Ｆ

▲ 64 ▲ 808 273 ▲ 784 350

現 金 及 び 現 金
同等物の期末残高

1,039 840 1,466 956 1,616



２．成長への布石
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（フェーズ２へ試み）

～既存事業の改善を中心に～
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① 前期の振り返り フェーズ１

体質改善を中心とするフェーズ１をほぼ実現
総資産 2.8億円減 負　債 5.8億円減

99.3億円 96.4億円 80.3億円 74.5億円

2014年
3月期

2015年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

純資産 ３億円増

18.9億円 21.9億円

2014年3月期 2015年3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

前期比 前期比

売上高 8,245 7,364 89.3% ▲ 881

営業利益 267 323 121.0% 56

経常利益 116 179 154.3% 63

当期純利益 ▲ 484 285 769

（単位：百万円）

ＢＳ・ＰＬの筋肉質化達成！

・意識改革と新しい社風づくり
（給与制度見直し・インセンティブ制導入等）

・不採算店舗の撤退 ・全コスト見直し等
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② フェーズ２への試み

体質改善を中心とするフェーズ１から、
『攻め』のフェーズ２へ！

成長への布石《方策１》
Ｍ＆Ａ 事業領域の拡大

・エムシーツー他子会社３社
通信事業ほか、下期本格収益貢献へ

・フォーユー他子会社１社
介護事業等立て直し中、利益貢献は次期以降

詳細は、前回９月３日開催会社説明会資料参照

今後の新展開等は、次回説明会にて

http://www.sugai‐dinos.jp/company/ir/session.php
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② フェーズ２への試み

成長への布石《方策２》
新ダイエットプログラム 実験開始

リリース文 http://www.sugai‐dinos.jp/company/pdfinfo/20151020093509.pdf

現在ブラッシュアップ中！
今後の展開等は次回説明会にて
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③ 既存事業の改善

KENKOU  KAGAYAKI  ARIGATOU  NIPPON
理念に基づく、単独もしくは複合、小型・大型

いろんな組み合わせでの新規出店事業モデルの確立へ！

成長への布石《方策３》
既存事業のもう一段の収益力ＵＰ！
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③ 既存事業の改善－１ ボウリング

● 事業売上高 ●
前年同月比較
9月･10月2ヶ月連続

１１５％超！
完全復調！
前期下期からの
新事業部長による改善策
スタッフの意識改革が
好回転。今期実を結ぶ！
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営業セールスチームの努力実り、
団体予約売上 前年同月比較４月前年割れが

10月１３０％超へ！
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● 飲食売上高 ●
上期前年同期比

１１９％達成！

イベントGirl による
飲料デリバリー

● 飲食粗利 ●原価率改善
上期前年同期比

１３５％達成！

ＤＪが盛り上げ



ＬＴＢ（スクール）
『開発→育成→固定』
基本サイクルが好回転！

● 秋季コース ２５８名
～ 受講率 ９３％超 ～

23
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●道内夕刊紙●
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21歳の寺下智香プロ
の活躍で、所属プロも
モチベーションアップ

facebookフォロアー13000人超え
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●「ファミリー層への訴求」

LTB（learn to bowling）

《はじめてのボウリング》 CM動画より

ファミリー向け媒体への広告出稿増・利用率急上昇中！
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③ 既存事業の改善－２ フィットネス
●主要KPIの改善 ※健康グループノウハウ注⼊

 SDフィットネスの独自性を
わかりやすいツール・トークスクリプト作成

 スタッフモチベーション向上施策の導入

目標 ： 入会率を７０％に改善

 主要ターゲットである
中高年層が求める設備・
プログラムの整備

目標 ： 退会率を３％以下に維持

KPI 目標 今上期平均 昨年実績

①見学入会率 70.00% 59.00% 52.30%

②紹介率 2.00% 1.10% 1.10%

③退会率 3.00% 3.20% 3.50%

④TSS予約率 100.00% 78.30% 79.30%

⑤TSS初回受講率 100.00% 72.30% 74.80%

⑤初期定着率 95.00% 85.10% 84.90%

⑥６ヶ月継続率 80.00% 71.50% 69.90%

⑧12ヶ月継続率 60.00% 50.00% 48.10%

10月単月は、
支配人研修効果。

６７％へ上昇！
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運動の後に♪
おやつ代わりに♪

● 成功店舗例 ●
ＳＤフィットネス津店
単月入会者数 １０月

過去最高242名！
うち、会員様によるご紹介による入会が、

前年の2倍、130名！
→ 成功例を分析、横展開へ

《ＳＤフィットネス感動体験コンテスト》
只今、会員様からの体験談を募集中！
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運動の後に♪
おやつ代わりに♪

ＳＤオリジナル《ＴＳＳ》トレーニングサポートシステム

を全入会者に受講してもらうことが、ＫＰＩ改善策のキー

スタッフとお客様とのコミュニケーション
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運動の後に♪
おやつ代わりに♪

●物販ラインナップの充実 ※健康グループノウハウ注⼊

（百万円）

★只今、⻘汁プロテイン開発中！
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運動の後に♪
おやつ代わりに♪

・バイク エクササイズ

・ファンクショナル サーキット トレーニング

↓
小規模グループレッスン強化

●⼊会者増・収⼊増を狙う
設備機器充実のための投資

１０月１１月の入会キャンペーン効果
１５００人近い入会者増。
→１月以降
１０百万円超の月商増効果あり
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③ 既存事業の改善－３ ＧＡＭＥ

●残存者利益狙う！営業引継ぎ出店も。
→ ５⽉の南福島店出店につづき、函館上磯店出店へ

（函館昭和店店⻑が兼務で効率的出店）
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●スタッフの創意⼯夫を⼤切に
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●スタッフの新たな試みを⼤胆に

●休業を伴う改装時等に有効●twitter等SNSで大反響 ●一日の収入減分が広告宣伝費●

ネットキャッチャー
１月事業開始へ
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③ 既存事業の改善－４ シネマ

● ２Ｑ売上高 ●
１Ｑ前年同期下回るも
ヒット作相次ぎ、前年同期比

客数１１９％超！
単価１０３％超！
● 10月売上高 ●
ヒット作・ＯＤＡ好調！
前年同月比

売上１５０％超！

●年末年始も好調持続見込む●
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③ 既存事業の改善－５ 施設管理

●施設管理事業
⾃社所有道内⼤型複
合施設のビル管理内製
化によるノウハウ蓄積

ファシリティマネジメント業務
の事業化実現具体化へ

小型案件だが、請負実績増える！ 施設の広告媒体営業実績も増える。



３．ご参考
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●株主優待制度等
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株主優待の充実 《年２回実施》

所有株式数 優待内容

100株
 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）４枚
 または、3,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

200株
 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）８枚
 または、6,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

400株
 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）１６枚
 または、12,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

600株
 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）２０枚
 または、15,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

1,000株以上
 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）２４枚
 または、18,000円相当の健康コーポレーショングループ商品
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株主数の大幅増《ファン株主化の推進》

2年間で、18倍！

2013年9月末 2014年3月末 2014年9月末 2015年3月末 2015年9月末

株主数 424 1645 2701 4526 7636
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ご清聴ありがとうございました。

免 責 事 項

本資料は、当社および当社グループの企業説明に関する情報の提供を目的としたもので

あり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確

性・完全性を保証または約束するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあり

ますので予めご了承ください。

ＳＤエンターテイメント株式会社

http://www.sugai-dinos.jp/company/

（東証 JASDAQ 証券コード4650）


